マラ ン ツ Model 7 の 思い 出 


S. B. Marantz 氏 が 設計 し た ス 
テレ オ ・ プ リア ンプ Model7 は 
1958 年 に 発売 され まし た . 1960 年 
代 は 。 マッ キン トッ シュ C22 と 人 
気 を 二分 する 最高 級 プ リア ンプ と し 
て 君 了 中 し まし た . そし て 当時 の 自作 
プリ アン プ は , Model7 か C22 の 
模 條 と 相場 が 決ま っ て いま し た . 

Model 7 に つい て は , ほろ 苦い 思 
い 出 が あり ます . 私 は 1962 年 に 初 
めで アレ オ * ア ング を 作り まじ だ た, 
高校 2 年 の 夏休み に 高校 の 放送 室 の 
モニ タ ・ ア ング と し て 設計 ゞ 製作 し 
た も の で す .。 これ は プリ ・ メ イン 分 
離 型 で ,「 放 送 連 一 号 ] と いう 密 閉 箱 
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に 16cm ス ピー カ (コー ラル 6 
A 7, 800 Q) を つけ て 鳴ら し まし た . 

以前 に 本 誌 に 書か の せ て いた だ いた 
よう に , 当時 の 母校 の 放送 設備 は , 
送 部 顧問 の N 先生 の 陣頭 指揮 の も 
と 。 お よそ 15 年 の 歳 月 を か け 生 徒 
た ちの 手 で 製作 され た も の を 使っ て 
ぃ まじ レ 。 

き 補 半 先 の モ 三 タ * ア シ プ で す が 
メイ ン は 小 出 力 な が ら 音 質 優 先 の 
50C5(3 結 )P.P. の OTL で , プリ 
も 音質 最 優先 を 目指 し まし た . 当然 
マラ ン ツ Model 7 が 頭 に 浮 び まし 
た だ た, し か し か ぶ イコ タイ ザ ゃ デシ グ は 
LP 用 の MM 型 カ ー ト リッ ジ と 
SP 用 の クリ スタ ル ・ カ ー ト リッ ジ 
の 両方 に 対応 し な けれ ば な り ま せ 


(第 1 図 > マラ ン ツ #7 プリ アン プ の イコ ライ ザ 部 の 原 回 路 
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ん . ラジ オ 体 操 な どの レコ ー ド は, 
まだ SP 盤 を 使っ て いた か ら で す . 
さら に , いま は ヒー タ の DC 点火 
が 一 般 的 で す が , 当時 は AC 点火 な 
の で , 初段 の カソード が グラ ウン ド 
か ら 浮 く KK 帰還 方 式 は ハム 雑音 
を 拾い や すい だ ろう 。 と いう 心配 が 
あり まし た . そん な 事情 で モデ ル 7 
方 式 を 諦め , け っ きょく 6267 の PG 
帰還 で お 茶 を 濁し まし た . 


マラ ン ツ Model 7 を 評価 する 


(1) モデ ル 7 の 原 回 路 と 動作 点 
ラジ オォ 技術 1962 年 8 月 号 オ フ セ 
ッ ト ・ ペ ー ジ に 掲載 され た 原 回 路 を 
シミ ュ レ ーション し ます . 全体 (と く 
に ロー タリ ・ ス イッ チ 周 辺 ) は か な り 複 
雑 な の で 。 と りあ え ず イコ ライ ザ ・ 
アン プ (第 1 図 ) を 解析 し ます . 
実際 の モデ ル 7 は 初段 の 12 
AX7 の グリ ッ ド GND 間 に 
カー トリ ッ ジ の 負荷 抵抗 47 
kQ が 入り ます が , シミ ュ レ ー 
ショ ン 回 路 (第 1 図 ) の 信号 源 
抵抗 は ゼロ な の で , 47 kQ を 省 
Legg 略 し て いま す . 
12 AX 7 の デバ イス ・ モ デル 
は Koren モデ ル で す . 
原 回 路 図 に は 各部 の DC 電 
圧 値 が 記載 され て いま す . 初段 
と 2 段 目 の プレ ー ト 電圧 の 記載 
値 は 153 V で す 。 シミ ュ レ ー シ 
ョ ン 結 果 は 161.545 V で し た . 


ラジ オ 技 術 


昌 /7 の 
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4( 第 7 図 > ゲ イン 200qdB 
の 差 動 ア ンプ 


第 8 図 > RIAA 関数 > 上 
を 入力 する 


に し ます . な お , IN と OUT は コメ 
ント で す . この 回 路 を コピ ー し , 第 
1 図 に ペー スト し て 第 11 図 の 回 路 
紙 混 ます 

RIAA 偏差 の グラ フ を 描く : 第 
11 図 の 回 路 を AC 解析 する と 第 12 
図 が 得 ら れ ま し た . 45 Hz--20 kHz 
の RIAA 偏 差 は 土 0.1dB 以 内 に 
入っ て いま す . 20 Hz は ゲイ ン が 
1.6 dB 落ち て いま す . 20 Hz まで 
フラ ッ ト に する こと は 可能 と 思わ れ 
ます が , レコ ー ド の 反り や 偏 忘 に よ 
り 発生 する 超 低 域 の 不要 成分 を カッ 
ト す る た め 。 あ えて 超 低 域 の ゲイ ン 
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< 第 12 図 > 計算 し た RIAA 人 偏差 
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を 落と し て いる の で し ょ う . 

(3) 超 高 域 の 周波 数 特性 

第 2 図 の 周波 数 特性 は 1 MHz 以 
上 まで 伸び て いる よう な の で , 100 
MHz まで の 周波 数 特性 を AC 解 析 
し て み ま し た . 結果 を 第 13 図 に 示 
し ます . 意外 な こと に 3.3 MHz で 
4.7 dB の ピー ク が あり ます . 
安定 性 に 疑問 符 が つく の で , ルー 
プ ・ ゲ イン の ボー デ 線 図 で 位相 余裕 
を 確認 し まし ょ う . 第 14 図 に ルー 
プ ・ ゲ イン の 測定 回 路 を 示し ます . 
入力 電圧 V 1 を 短絡 除去 し , 出力 端 
子 と 帰還 回 路 の 間 に ゲ イン =1 倍 の 


(⑪ +s*31 8E-6)/ (1 +sk3180E-6)/ (| +sk75E-6) 
LAP4 


< 第 11 図 > 
RIAA 偏 差 を シミ ュ 
レー ショ ン す る 回 路 


(1 +s*G1BE-G) / 1 +s*3180E-6) / 1 +sw75E-6) 
LAP3 


OUT 


< 第 10 図 > 逆 RIAA 特性 を 持つ 回 路 
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理想 バッ ファ ・ ア ンプ (LAP1) と 
AC1 V の 電圧 源 V 1 を 直列 に 挿入 
じ ま ず 。 フ パッ タ ア ・ ア ン デ を な 央 邦 放 
の は , フ ロー ティ ング AC 電圧 源 の 
信号 電流 が 出力 端子 に 流入 する の を 
防ぐ た めで す . 

SIMetrix に は 。 ボー デ 線 図 を 描 
く プ ロー ブ が あり ます 。 メ ニュ ー の 
[Probe AC/Noise」 っ [Bode Plot 
Probe..…]| を クリ ッ ク し て 第 14 図 
の 位置 に 貼り 付け ます . プロ ー ブ と 
出力 端子 の 間 に ゲ イン ニー1 倍 の バ 
ッ フ ァ ・ ア ンプ (LAP2) を 挿入 し 
5 
カソード ・ フ ォ ロ ワ の 負荷 と し て 
帰 本 回 路 網 を 接続 し ます . 

AC 解 析 を 実行 する と , ルー プ *・ ゲ 
イン , すなわち (一 出力 電圧 / 帰 本 回 


< 第 9 図 > 
RIAA 特性 の 
2 バア 


0 路 の 入力 電圧 ) の 周波 数 特 


性 (第 15 図 ) が 表示 され ま 
す 。 
第 15 図 を 見 る と 。 ル ー 
プ ・ ゲ イン が 0 dB に な る 
周波 数 は 2.94 MHz で 
す 。 そ し て 2.94 MHz に 
お ける 位相 は 一 153* で す . 
つま り , 位相 余裕 は 27" し 
ss か あり ませ ん 。 
30 数 年 前 。 Model7 方 
所 式 の イコ ライ ザ ・ ア ンプ を 


ーー で 067929 作っ 7 だ あ る 友人 は , [ 高 域 発 
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< 第 13 図 > 3.3 MHz に 4 .7 dB の ピー ク 


振 気味 だ ]」 と こぼし て お り 
まり 2 2 が 5。 マジ シン ツ 


ラジ オォ 技術 


ah SQ 寺 で 喜多 


で し 


2 ペン 


-MNODEY/Y 


氏 を 熱烈 に 信奉 し て いた 私 
は , 「Model 7 に 限っ て そ 
ん な こと は あり 得 な い . 製 
作 技術 が 低い の だ 」 と 思っ 
て いま し た . し か し 今回 , 
シミ ュ レ ーション で 安定 性 
の 不足 が 露 わ に な り , 申し 
訳 な い 気 持ち で いっ ぱい で 
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位相 余裕 が 少な い 原因 
は , 初段 の 12 AX 7 の グリ 
ッ ド ーー カソード 間 に 挿 入 さ 
れ た C =100 pF で す . Ci 
は , テレ ビ 電 濾 な ど が アン 
プ に 混入 する の を 防ぐ も の 
と され て いま す . 

C」 を 省 いた と き の 周 波 
数 特性 を 第 16 図 に 示し ま 
す . ピー ク が 消え てい ます 。 

(4) ひずみ 率 の シミ ュ レ 

ーション 

原 回 路 (第 1 図 ) に , f= 
1 kHz 片 ピ ー ク 振幅 100 
mV の サイ ン 波 を 入力 し 
た と き の 出 力 電 圧 の フー 
リエ 変換 結果 を 第 17 図 に 
示し ます . 

基本 成分 12.67 V 

第 2 調 濾 成 分 =5.39 
mV 

第 3 調 渡 成 分 193 V 


Spectrum(Probe1-NODE)/V 
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< 第 14 図 > マラ ン ツ # 7 イコライザ の ルー プ ・ ゲ イン を 測定 する 回 路 
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< 第 16 図 > C」 100 pF を 除く と ピー ク が 消え る 
・ 第 2 調 波 ひ ずみ 率 三 0.043% 
・ 第 3 調 波 ひ ずみ 率 王 0.0015% 


< 第 15 図 > ルー プ ・ ゲ イン の ボー デ 線 図 
と な っ て いま す . な お , 成分 は 片 ピ 
ー グ 人情 で がき し だ が ご て 。 
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や 9 月 号 訂正 

p.152 左 段 下 か ら 1 行 目 
( 誤 ) ポテ ン シ ョ ・ メ ー タ 
( 正 ) ポテ ン シ ョ メ ー タ 
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出力 電圧 (VRMs) 
< 第 18 図 > ひずみ 率 特性 


(第 17 図 > 出力 電圧 の フー リエ 解析 
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